
店沢延幸･岩佐峰雄 ･竹内輝美 (星城大･リ

ハビリ),山田敬啓 (藤田保健衛生大･衛生)

前年度からの継続探題のうち,マ-モセット脳内

に分布するチロシン水酸化酵素oTD免疫陽性細胞と芳

香族L-アミノ酸脱炭酸辞索(AADC)免疫陽性細胞を免

疫細胞化学的方法で解析を進め結果を16山htemational

CongressorthcIFju(AnatomicalScienceInternational;

Ⅶ1.79,2004,Sup:P4･196)にて発衣.コリンアセチル転

移酵素(ChAT)免疫陽性細胞の局在の解析結果を27回
日本神経科学会にて発表OVeuroscienceRes;Vol.50,

Sup:Pト002).(結果内容は前年度報告苔にて既報済.)

今年度は消化管内分泌細胞の分布を宙歯類や食虫目と

の比較細胞学的解析を進め,マ-モセット独特の特徴

について,第 110回日本解剖学会にて発表仏cta

AnatomicaNipponica;Vol.80,2005,Sup:P4-09),さらにモ

ノアミンニューロンの分布についての解析を進め,結

果は第28回日本神経科学会にて発表予定.

18マカクザル乳児における生物に関する初期知識

堤清香 (京都大･院･文),友永雅己 (京都

大 ･霊長研)

霊長類における生物に関する知識は生得的なのだ

ろうか.また,それらの知識を規定する ｢生物らしさJ

の属性は何だろうか.本研究では,生物モデルと非生

物モデルをニホンザル乳児に呈示し,それらのモデル

の自発運動に対する被験体の注視時間を測定して,坐

物に関する初期知識とその発達を明らかにすることを

目的とした.1ケ月児 (IO領)と3ケ月児 (10頭)そ
れぞれについて.非生物モデルとして石を,生物モデ

ルのテストlとして玩具の眼がついた石を,また,坐

物モデルのテスト2として玩具の毛がついた石を呈示

した.コントロール条件ではこれらの刺激を静止させ,

テスト条件では自発運動させた状態で呈示したところ,

1ケ月児では,非生物モデル,眼あり生物モデル,毛あ

り生物モデルのいずれにおいても,コントロール条件

と自発運動条件間で注視時間の差がなかったが,3ケ月

児では.非生物モデルと眼あり生物モデルにおいて,

コントロール条件に比べて自発運動条件で有意に長く

注視し.毛あり生物モデルではコントロール条件と自

発迎軌条件で注視時間の差がなかった.このことから,

1ケ月児では生物概念がまだ形成されていないが,3ケ

月児では生物と非生物の区別ができており,生物らし

さを規定する要因としては眼よりも全体のテクスチャ

ー (毛がありふわふわしている)のほうが重要である

ことが示唆される.

19運動情報を手掛かりとした形態認知の脳内機構の

研究

半田高史･久保田競 (日本福祉大･院･人間

情報)

本研究では,空Plq偶報のひとつである動きの情報

と形態情報のひとつである形の怖鞭の統合過程の解明

を目指した.先行研究で,このような情報統合を行っ

ている領野の候補のひとつである前部上側頭構(asTS)

の細胞は,動きのみを手掛かりとして描かれた図形に

選択的に応答を示した.そこで.aSTS-動きの情報を

送ると推定されるMT野において,SFM条件 (図形領

域内のドットのみを一定方向に動かすことで図形の輪

郭が知覚される条件)とSFL条件 (暗い背景に対する

図形の領域内で動くドットの明るさのコントラストを

手掛かりに図形の輪郭が知覚される条件)の図形識別

-の寄与を調べた.2頭のアカゲザルに遅延見本合わせ

課題を訓練した.注視点を画面中央に呈示し,サルは

この注視点に視線を維持し,0.5秒後に注視点が消える

と同時にサンプル刺激として4種類のうち1つの図形

を画面中央に白塗り状で 1秒間呈示した.サンプル図

形が消えると同時に,注視点が現れ遅延期を経て注視

点を挟んだ点対称の位置に2つの図形をsFM条件で描

いた.一方はサンプル図形と同じ図形(目標刺激),反対

側は残りのうちの1つの図形(妨宰刺激)である.弁別期

では.サルはどちらがサンプル図形と同じ図形である

かを弁別し,注視点が消えた後,その選択した図形に

視線を移し回答する.

SFM条件でテストした177個のhqr細胞のうち,

35%が,SFL条件でテストした115佃のうち.37%が図

形選択性を示した.図形の面積差による応答比較によ

って,MT野における図形選択的応答が細胞の受容野内

を動くドットの数など物理的特性によるものでないこ

とを確認した.SFM条件における図形選択的応答は,

SFL条件におけるそれよりも遅れて最大応答に達した.

また.細胞応答の図形差が生じる時間経過をaSTSと比

較した結果,sFM条件での図形差はaSTSがMT細胞

に先行していた.この結果は.SFM射牛の図形弁別で,

動きの情報はまずMT野からaSTSにもたらされた後,

aSTSによって図形識別が行われ,この過程で図形選択

的応答がMT野に戻されている可能性を示唆する.

20マカクにおける色素形成関連遺伝子の発現と体毛

色に関する研究

中山一大 (東京大 ･院 ･理)

マカクの体毛はアグーチ的なパターンを示し,ま

た背腹軸に沿った明暗のパターンを有する.このよう

-lil-


